




























米は大阪・二条・大津の各蔵 ら市中へ払米されていた。管轄は寛文八年以後、京都町奉行所であったとみられる。記録では、享保二十年十二月十二日に払米 京都・大津 商人 委託されるまで、元禄五年（一六九三）以後から享保二十年十 月八日まで毎年京都・大阪・大津の 商人 よる入札によって払米されていた（ 『京都町触集成』第一巻・第二巻）
前川五郎左衛門家文書は佛教大学が所蔵する、京都の米会所関係を中心にした膨大な史料群である。前川家は







商人の実態を解明する前提として検証する。米会所は米取引の場であり、大坂での米取引に代表されるように、領主米の入札・売買の場であり、市中町民・周辺在方への飯米供給 機関であった。京都地域では大津の米会所が北陸・奥羽地域の諸大名の領主米を対象とした取引市場で、大津・京都市中への飯米供給 担ってい 。
これに対し京都の米会所は二條城御蔵の払米を対象とした入札・売買場で、京都市中への飯米供給にあったと
はいえ、大坂・大津 米会所とはやや性格を異にしてい といえよう。京都米会所は米方と貸付方に分けられ、払米の業務よりも貸付方に重点が置かれ、し それが商人に委託されていたことに があろう
（５）
。享保二十年





















国の軍事的拠点となった徳川氏大坂城の御蔵と蔵詰米の位置付けも確立したとみてよい。この後、元禄期には京都・大津・大坂 各御蔵が再調整され、 貢米の収納は二條城と大坂城に集中されるようになった。 『京都御役所
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御蔵の位置 蔵　敷 戸　数 詰米高 1 戸前詰高
間 石 6 戸前 7 間　1 戸前 6 間
二ノ丸台所前 3 × 48 7 戸前 1 棟 7300 1400　　　　700
本丸高麗橋前 3 × 17 2 戸前 1 棟 2500 1250
天守下 3 × 18 2 戸前 1 棟 2600 1300
城外御蔵 3 × 20 14 戸前 7 棟 22400 1300
城外御蔵 3 × 25 4 戸前 2 棟 7000 1750
城外御蔵 3 × 20 2 戸前 1 棟 2800 1400
城外御蔵 3 × 20 2 戸前 1 棟 2400 1400　　　内 1 戸前 5 間貸出
合計 33 戸 14 棟 47000






















る。その糒蔵に正徳（正保ヵ）四年（一六四七） ・慶安元年（一六四八） 二年に五千石が詰められていた 、それが朽ち損じたために、元禄十二年（一六九九） 廃止されたというのである
正保・慶安に貯蔵されたまま約五〇年も詰め替えられていなかったことが、大津の糒蔵が軍事的な意味あい
失っていたことを示しているが それはともかく元禄十三年 な て、これ よって蔵詰米や糒 御 が大津から二條城に集約されたことにな 。それが二條城本丸御多門の糒蔵であっ 。
（ママ、正保ヵ）
表 2　大津御蔵数と詰米高（元禄 13 年）
御蔵の位置 蔵　敷 戸　数 詰米高
間 石
3 × 13 1 戸前 1 棟  2415 余
3 × 11 1 戸前 1 棟  2050 余
4 × 9 1 戸前 1 棟  2230 余
3 × 13 2 戸前 1 棟  2415 余
3 × 20 2 戸前 1 棟  3720 余
4 × 12 1 戸前 1 棟  2970 余
合計 14 戸 6 棟 15800 余



















この結果、 『大概覚書』によると、畿内 ・ 西国の直轄領からの蔵詰米は正徳から享保初
年にかけて、二條御蔵詰米が米三万から四万石、大豆三百石から四百石、大坂蔵詰米米五万八〇〇〇石、 大豆二〇〇〇石余、 また大津蔵詰 は四〇〇〇石であ （表３） 。
㈡二條条蔵詰米の収納地域京都・大坂・大津三ヶ所の御蔵だけで約一〇万石の蔵詰米が貯えられていたが、この
表 3　大坂・二條・大津御蔵詰米大豆（享保 2 年改）（単位は石）
納入高 納入地域（通常） 不足分補填地域
大坂御蔵詰米 58000.000 五畿内・近江・丹波 ･ 播磨 丹波 ･ 石見 ･ 出羽 ･ 越後他
　　　　大豆 2000. 余 摂津・近江・丹波 ･ 播磨 （年々不同）
二條御蔵詰米 3～40000. 五畿内・近江・丹波


































































六年（一七〇三）に年貢金一三万八八六三両余、 銀高三八五五貫四四 匁余、諸運上金高五万 九五七 、銀高九五〇貫 七七匁余があった。御金蔵の収入にはこのほかに蔵払米として 大坂・二條で一万二〇五五両余、九四七貫二三九匁余も計上されている。これに地代金五〇八二両他を合わせて、 この年には総計二三万三二六両余、 六 九〇貫六 一匁余の収納があった。
同様に、宝永元年には年貢金銀一六万三六七三両余、銀高一七九七貫 〇匁余、諸運上七万七〇二七両余、五






運上金高  31888.0 592.1675
　内訳
　御買米代  1870.2 8.7100 11331.700（30000）
　諸色入用  439.3 6.2000
（14.9100）
　小　計  12310.1
　江戸上納  8610.12 552.530
  ＊溝築地入用  5522.2 5.430
　牢屋普請入用  4487.0































































































所司代 5530.  余 水野和泉守
内与力切米 4000.000 80石宛50人分
同心切米 1000.000 10石宛100人分
同心扶持方 530.  余 3人扶持宛100人分
東町奉行役料 600.000









1035.  余 小宮山丹後守
内与力切米 600.000 60石宛10人分
同心切米 290.500 7石宛37人分/10石5斗宛3人分
同心扶持方 145.  余 2人扶持宛38人分/3人扶持宛2人分
502.  余 山田伊豆守
内与力切米 240.000 60石宛/4人分
同心切米 292.000 10石5斗宛13人分/7石宛6人分/14石1人
同心扶持方 70.  余 2人扶持宛20人











内与力同心 906.  余 与力同心切米扶持方
与力切米 613.500 61石350宛10人分
同心切米 218.600 10石宛13人分/13石6斗宛6人分/7石宛1人分
同心扶持方 74.  余 3人扶持宛14人分/6人扶持なし
御殿番 35.000 三輪七之助
城太鼓打入用 1.410 抹香代





坊主扶持方 60.  余 2人扶持宛17人分
切米 70.000 冨田平右衛門
役料 60.000 冨田平右衛門
組同心 73.  余 同心切米扶持方
同心切米 47.000 10石宛4人分/7石宛1人分
同心扶持方 26.  余 3人扶持宛5人分
切米 70.000 梶田助右衛門
役料 60.000 梶田助右衛門
組同心 73.  余 同心切米扶持方
同心切米 47.000 10石宛4人分/7石宛1人分
同心扶持方 26.  余 3人扶持宛5人分
35.000 藤林道壽








京都火消番 530.  余 在京中　扶持方300人扶持
御目付外加扶持 700.  程






二条御番衆 4300.  程 御番衆五分一米
二条御番衆 500.  程 御番衆拾分一大豆





御蔵手代扶持方 42.  余 3人扶持宛8人分、他に給金10両
御蔵番扶持方 15.8 余
切米 10.500 3石5斗宛
扶持方 5.30 余 1人扶持宛



























































『中島家文書目録』 （大阪経済大学日本経済史研究所） によると、 島津氏呉服師銭屋はこの後も貸付を徳川政権終焉まで継続し、島津氏だけではなく五〇家以上の大名に貸し付け、両替や質屋・蝋など商業経営を広げている。もちろん幕府御用金の調達、所司代・京都町奉行、与力・同心らへの貸付など支配行政役職との関係も維持し京都商人の特色を示 ている。さきに触れたように、蔵詰米の軍事的役割が減退・喪失し、二條城の蔵詰米も京都政治・行政役職者の役料・























































































































が、 寛文八年（一六六八）に京都町奉行所が設置され 以後は京都および二條城の役職者や地役人の役料や切米 ・扶持方米として支給されるようになり、残米だけが払米として処理された。この払米の売買を京都商人に委託するために、享保二十 七三五 米会所が開設された。この米会所に関わ 商人の一人に恵比寿屋荘兵衛こと前川五郎左衛門がいた。
京都の米会所については、これまでほとんど分析・検証が行われてこなかったが、それは絶対的な史料の不足
によっていた。これを埋める史料群が前川家文書である。同文書には商い関係から家関係、美術品 ・ 工芸品など、商業活動と私生活にわたる大量の古文書 残されている。これは現在佛教大学所蔵で、 『前川五郎左衛門家文書目録』全第四集 して整理さ ており、総点数は二万五二六六点になる。
本稿は、 この前川家文書を研究するに当たって、 その前提として二條城の蔵詰米の概況について確認を行った。
『前川五郎左衛門家文書目録』全第四集の刊行は、 分割されていた文書群が一つの文書群として取り扱えることとなり、商家文書としての性格がより明解 なった。商家文書群の性格や特徴 ついてはさらに詳細な検証が必要であるが ここでは前川家文書の特色を指摘して 今後に向けた研究 大まかな見通しとしておきたい。
















  『京都町触集成』全一三巻、 『京都の歴史』全巻、 『史料
　
京都の歴史』全巻などはその代表的成果で ろう。また最近の研究で








  これらの特徴は近世初期特権商人、その後に台頭する新興町人の商いとは異なった経営形態をとっていた。近世中期以降に経営を拡大した史料の全容は『前川五郎左衛門文書目録』第一集から第四集に示されている。また目録に収録されていない家関係の記録類や業務用の諸道具、工芸品や種々 調度品もあ 。
（５）
  前川家の文書目録によると、米会所貸付方と公金 取り扱い を基金とした貸付業の記録が多く、二條城の城米・詰米とその払米などに関する検証、京都町奉行管轄の米会所とその業務、実態を解明するためには重要な 家文書群であろう。史料は商家文書としての性格・ 、その意義の解明 前川家が糸割符仲間 加えられるような大商人にまで成長した要因や具体的経過を解明する貴重な史料でもある。
（６）






















14）  ｢ 手鑑











18）  前掲拙著『大坂町奉行と支配所・支配国』表一七参照。大野瑞男『江戸幕府財政史料集成』 （吉川弘文館、二〇〇八）上巻、一八～二八頁。
（
19）  京都での茶屋・後藤氏などの呉服師、また大坂での蔵元・掛屋などの米・両替商人らがそれである。 『京都の歴史』第五巻・六巻、 『新修大阪市史』第三巻・四巻などを参照。
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28）  『国史大辞典』五巻、および の歴史』第五巻参照。
（












31）  中川清三郎は呉服師仲間の一人で、没落していく商人 人である 『京都 歴史』第五巻参照。
（
32）  前掲『大概覚書』上、一七三頁。
（
33）  前掲『大概覚書』上、一七二ー一七三頁
